
毒素 

 
鳥が舞い降り 
家々の間をすり抜けて再び空へ舞い上がる 

 
目の前に並べられたものに伸ばそうとする手が止まる 
それらを持たぬことが恥辱とされる所以は何だろう 

 
無力を行使する 
焦燥から生まれた力など棄ててしまおう 

 
私に何ものかを与えることのできる者は、お前ではない 
虚栄よ、お前でもない 

 
新たな乱痴気騒ぎが準備されている 
新たな暴走が煮え立ち、溢れ出そうとしている 

 
お前が枯れ尽きようとする――― 
その最後のあがきによって生み出される毒素に狂わされて・・・ 

 
飽満の果ての回帰 
野獣を押さえつけることによる平穏への唾棄 

 
枯れ尽きさせてしまえ 
我々個々の力で枯れ尽きさせてしまえ 

(2004.5.3) 


